
に
記
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

本
館
並
び
に
関
係
建
築
物
の
擢
災
に
つ
い
て
は
、
二
十
一
章
の
一
に
一
覧
表
と
し
て
呈
示
し
て
お
い
た
が
、
こ
こ
で
は
今
少
し
詳
細

第
二
十
三
章
天
地
昏
冥

一
非
常
時
体
制

1082

サ
イ
・
ハ
ン
島
が
米
軍
の
手
に
落
ち
た
十
九
年
六
月
を
以
っ
て
戦
局
が
一
変
し
、
敵
の
攻
撃
は
極
め
て
積
極
的
に
な
っ
た
。
米
航
空
機

に
よ
る
本
土
攻
撃
は
、
所
謂
定
期
便
と
云
わ
れ
る
程
、
正
確
に
な
り
、
東
京
爆
撃
も
時
間
の
問
題
と
な
っ
た
。
防
空
施
設
の
急
速
な
整

備
、
防
空
体
制
の
強
化
な
ど
、
各
町
会
や
各
企
業
団
体
が
い
そ
い
で
検
討
し
始
め
た
。
当
社
で
も
予
め
組
織
さ
れ
て
い
た
社
員
に
よ
る

防
護
団
の
強
化
を
計
り
、
小
柳
津
総
務
部
長
を
委
員
長
と
す
る
防
空
対
策
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、
社
員
中
か
ら
委
員
を
任
命
し
て
防
空

対
策
の
樹
立
に
本
腰
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
九
月
十
九
日
に
は
重
役
室
を
日
本
橋
通
ニ
ノ
五
の
洋
物
卸
店
内
に
移
し
、

十
月
二
十
六
日
か
ら
本
館
の
階
下
に
防
空
壕
を
構
築
し
た
。
ま
た
同
年
末
敵
機
の
飛
来
が
激
し
く
な
っ
て
か
ら
は
、
従
来
の
宿
直
員
の

数
を
増
し
、
各
重
要
建
物
に
配
置
し
て
防
護
の
万
全
を
期
し
、
重
役
も
ま
た
輪
番
制
を
と
っ
て
、
宿
直
司
令
と
な
り
、
上
下
一
体
と
な

っ
て
資
産
資
材
の
保
全
に
つ
と
め
た
。

こ
の
よ
う
に
東
京
都
内
の
官
公
民
は
そ
れ
ぞ
れ
防
護
体
制
を
と
と
の
え
、
連
絡
を
密
に
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
十
年
三
月
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九
日
の
夜
か
ら
翌
十
日
に
か
け
て
大
空
襲
に
見
舞
わ
れ
た
。
初
め
江
東
方
面
を
お
そ
っ
た
敵
機
は
、
次
か
ら
次
へ
と
後
続
部
隊
を
送
り

波
状
攻
撃
を
加
え
て
、
無
差
別
爆
撃
に
う
つ
り
、
真
夜
中
を
す
ぎ
る
頃
に
は
、
日
本
橋
区
の
中
心
部
を
始
め
、
神
田
、
銀
座
等
の
諸
所

に
焼
夷
弾
を
投
下
し
、
紅
蓮
の
炎
は
天
を
焦
し
、
飛
来
す
る
敵
機
の
銀
翼
は
真
赤
に
染
ま
っ
て
、
血
を
甜
め
た
悪
魔
の
形
相
を
示
し
て

都
の
上
空
を
荒
れ
狂
っ
た
。
こ
の
あ
お
り
を
喰
っ
て
本
館
屋
上
に
も
数
発
の
焼
夷
弾
が
落
下
し
て
火
災
を
起
し
た
。
当
夜
の
宿
直
は
司

取
締
役
を
長
と
す
る
九
名
で
、
諸
員
は
身
の
危
険
を
忘
れ
て
消
火
に
当
っ
た
た
め
大
事
に
至
ら
ず
漸
や
く
鎮
火
し
た
が
、
間
も
な
く
本

館
西
隣
の
空
家
か
ら
燃
え
上
っ
た
火
は
、
猛
烈
な
勢
い
で
本
館
に
燃
え
う
つ
っ
た
。
都
内
各
所
に
起
き
た
火
災
を
収
め
る
た
め
、
一
時

に
放
水
さ
れ
て
消
火
栓
の
水
圧
が
殆
ん
ど
無
く
な
っ
た
か
ら
、
消
火
に
は
大
い
に
手
間
取
っ
た
が
、
宿
直
員
の
必
死
の
防
衛
に
よ
っ
て

辛
う
じ
て
類
焼
を
免
れ
る
こ
と
が
出
来
た
。
し
か
る
に
明
け
方
の
午
前
五
時
ご
ろ
、
二
階
会
議
室
の
天
井
か
ら
発
火
し
た
の
で
、
宿
直

員
た
ち
は
休
む
ひ
ま
な
く
消
火
に
従
事
し
、
よ
う
や
く
防
衛
に
成
功
し
て
愁
眉
を
開
く
こ
と
が
出
来
た
。

因
に
こ
の
時
消
火
に
当
っ
た
社
員
は
、

本
館
ｌ
司
忠
小
野
百
人
石
川
万
介
石
塚
虎
雄
太
田
幸
之
助
高
橋
福
太
郎
鈴
木
幸
三
郎
松
井
春
吉

文
具
倉
庫
１
大
橋
専
之
助
笹
岡
新
造

第
二
新
館
ｌ
川
村
英
二
小
林
喜
次
郎

昭
和
別
館
ｌ
佐
藤
誠
次
郎
坂
本
兼
吉

第
一
別
館
ｌ
上
住
誌
清
谷
慈
朗

第
三
別
館
ｌ
柘
植
福
太
郎
入
谷
重
治



こ
の
よ
う
に
三
月
の
空
襲
以
後
、
本
社
屋
の
損
傷
、
移
転
、
商
品
の
疎
開
に
よ
る
店
頭
販
売
の
減
少
等
に
よ
り
、
止
む
な
く
人
員
の

1０８４

洋
物
卸
別
館
ｌ
島
崎
金
弥
光
野
朋
次
郎

貿
易
別
館
Ｉ
中
村
和
吉
梁
島
実
吉

以
上
二
十
三
名
で
、
後
日
会
社
は
そ
の
労
に
酬
い
る
た
め
こ
れ
を
表
彰
し
た
。

じ
ゅ
う
た
ん

こ
の
日
来
襲
の
敵
機
Ｂ
鯛
は
、
凡
そ
一
一
一
一
○
機
で
絞
緩
攻
撃
を
加
え
、
わ
が
方
で
受
け
た
損
害
は
、
死
者
一
一
一
、
四
○
○
余
名
、
行

方
不
明
多
数
、
焼
失
家
屋
一
一
三
三
、
○
○
○
余
戸
に
上
り
、
下
町
方
面
は
一
面
の
焼
野
原
と
な
っ
た
。
本
館
は
木
造
家
屋
で
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
一
、
二
階
が
水
浸
し
に
な
っ
た
だ
け
で
焼
失
を
ま
ぬ
が
れ
、
日
本
橋
区
内
で
は
焼
け
残
っ
た
唯
一
の
木
造
建
築
物
と

し
て
、
各
界
か
ら
奇
異
の
観
を
以
っ
て
注
目
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
素
よ
り
平
常
の
防
衛
訓
練
と
整
備
の
完
備
、
更
に
当
夜
の
宿
直
員
の

適
切
な
判
断
と
、
周
到
な
処
置
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
云
う
を
待
た
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
奇
蹟
的
に
生
き
延
び
た
本
館
も
、
同

年
一
一
一
月
二
十
二
日
、
木
造
建
築
物
の
故
に
よ
り
当
局
か
ら
強
制
疎
開
の
命
を
う
け
た
の
で
、
京
橋
区
京
橋
一
一
ノ
八
ノ
ー
一
所
在
の
第
一
生

命
保
険
相
互
会
社
京
橋
分
館
（
京
橋
ピ
ル
）
内
に
移
転
す
る
こ
と
に
な
り
、
同
社
と
賃
借
契
約
を
結
ん
で
、
四
月
四
日
ま
で
に
引
越
し

を
終
り
、
仮
営
業
所
と
し
て
営
業
を
継
続
し
た
。
従
っ
て
焼
け
残
っ
た
本
館
は
、
空
家
に
な
っ
た
ま
ま
で
保
持
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の

後
も
敵
機
の
空
襲
は
盛
ん
に
行
わ
れ
、
都
内
各
所
が
焼
き
払
わ
れ
、
つ
い
に
同
年
五
月
二
十
四
日
夜
か
ら
翌
二
十
五
日
に
か
け
て
行
わ

れ
た
Ｂ
別
の
二
五
○
機
以
上
に
も
及
ぶ
徹
底
的
な
空
襲
の
血
祭
に
あ
い
、
祝
融
の
見
舞
う
と
こ
ろ
と
な
っ
て
、
烏
有
に
帰
し
て
し
ま
っ

た
。
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昭
和
２
０
年
３
月
２
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日
調

本
店

Ｚ
５

参
事
副
参
事
｜
主
事
主
事
補
｜
書
記
’
計
雇
員
｜
嘱
託
｜
女
店
員
｜
怖
員
｜
合
計
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雛
|
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灘
｜
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１

０

総
務
部
’
１

３
４

４
３
１
１
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理
部
Ｉ
０

１
０

４
２

７

海
外
及
広
告
課
’
０

１
２

２
１

腐り

古
書
課
’
０

１
１

ロ
２

４

営
購
調
：

２
４

７
７
１
２
０

、
１

ロ
【０１

１

業
｛
文
具
課
’
０

人
員
表
（
第
一
表
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ロ
１

2４
2
８
１
２
１
２

いぬ○［

０
3

目
I
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１
２

１
０

４

神
田
支
店
’
０

Ⅱ
１

ﾛ
１

２

丸
ピ
ル
’
０

ﾛ

１
１

ﾛ
１

早
稲
田
・
三
田
’
０

０
１

２
０

３
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込
工
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’
０

(
書
記
1
7
）
７４

１
１
１
０
１
２
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１
３
０
１
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１
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１
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荏
原
工
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’
０
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１

０
３
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支
店
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書
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｜
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員
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託
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店
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計
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０
１
１
４
６
５
０
６
(
4
)
５
２
２

１
０
５
３
５
１
４
５
３
４
０
(
1
0
）
９
７
１
(
台
北
1
3
）

０
０
０
２
１
３
１
１
８
(
2
)
２
１
５

０
１
１
２
２
６
４
０
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(
1
2
）
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１
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０
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０
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０
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０
０
１
１
(
4
)
１
１
８

０
１
１
６
４
１
２
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0
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０

０
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０
６
５
１
２
８
０
３
３
(
1
0
）
３
５
６

０
０
１
５
９
１
５
６
０
推
定
1
0
(
4
)
推
定
６
推
定
３
７

０
０
１
２
６
９
２
０
推
定
５
(
2
)
推
定
４
推
定
２
０

０
０
０
２
０
２
１
０
推
定
１
(
1
)
０
４

．
，
１
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，
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｡
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｜
，
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｜
‘
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｜
“
｜
認
｜
皿
’
５
３
１
，
’
’
2
s
(
7
4
ル
８
蝿
，

計

６
(
4
)

４０(10）

８
(
2
)

３５(12）

２
６
(
6
)

３
０
(
9
)

１
１
(
4
)

２３(10）

３３(10）

推
定
1
0
(
4
)

推
定
５
(
2
)

推
定
１
(
1
)

０

０３１００１０４０００００

５５１４９６０６８６２１０

６４３６２５６２２５９２９

１１１１１１

４５１２４６４４５９６０８

１３２２５７１６６５２２０

横
浜
支
店

大
阪
(
含
台
北
出
張
所
）

神
戸
支
店

京
都
支
店

名
古
屋
支
店

福
岡
支
店

長
崎
出
張
所

仙
台
支
店

札
Ｉ
幌
支
店

京
城
支
店

新
京
出
張
所

奉
天
工
場

ジ
ャ
ワ
出
張
所



Ｚ
3
(
2
)

雇
員３０１０

雇
員

事

１０００

参
副
参
事
|
主
事

０
１

０
０

０
２

１
０

補
事
主

記
圭戸
計－８１３２

I
堀
託
女
店
員８(4)

００２(
2
)

怖
員
｜
合
計

１
２
４

０
１

０
４

０
４

丸
善
出
版
会
社

文
献
社

丸
善
製
本
所

丸
善
貿
易

丸
善
商
事
・
卸
店
。
服
装

東
京
製
販

大
阪
製
販

中
部
製
販

九
州
製
販

北
海
道
製
販

朝
鮮
製
販

姫
路
丸
善

丸
善
精
機
本
社

各
エ
場

４０００

１０００

Ｏ
’
１
１
０
３
１
０
１
４
１
５
１
０

子
会
社
°
傍
系
会
社

１００００００１５

1４

０００００００００

０１００００１０３

０１１１１１１１５

００１１１１０４５

２４００１０３５１

１１１１１

２定定１定定定００

推推推推推

計

９９４５５４１２９ １１１

１２２２２２２６８１

１
３
(
2
)

０
推
定
２
(
1
)

０
推
定
１

０
推
定
２

０
推
定
１

０
推
定
１

０
推
定
５
(
2
)

０
１

０
０

１
７
１
１
０
１
２
３
１
１
４
１
５
５
１
２
５
１
５
１
２
９
(
1
3
）
’
１
１
１
１
２
５

卜、つ［
本
店
人
員
２
１
２
名
支
店
人
員
４
５
９
名
子
会
社
・
傍
系
会
社
人
員
１
２
５
名
合
計
７
９
６
名



1面

総
務
部

営
業
部

啓
司

木
正
子

経
理
部

蕊
灘

（
第
二
表
）

井
野
礼
二
山
崎
一
作
三
次
健
太
郎
飯
泉
新
吾
川
村
英
二
小
林
義
正
緒
方
惟
吉
鞠
子
ち
ゑ
長
沢
喜
美
江

五
十
嵐
清
彦
杉
健
田
中
芳
之
水
間
音
吉
柳
悦
生
堀
越
郵
高
林
昇
渡
辺
卯
太
郎
小
沢
靖
郎
田
辺
寛
久
保
田

啓
司
崎
田
勇
太
田
裕
二
多
田
実
緒
方
昌
子
清
谷
文
枝
井
上
清
子
長
尾
二
三
子
高
橋
フ
ジ
ェ
松
井
英
子
高

木
正
子
水
谷
貞
次
郎
小
室
芳
之
助
清
谷
慈
朗
神
田
万
五
郎
鈴
木
幸
三
郎
田
尾
多
静
子

鴬
詠
翰
ｊ
扇
．
：

驚
墜
聯
舘
冨
；
蒋
溌
鋤
驚

識
鍛
繕
謡
壌
塞
錘
譲
識
識
癖

整
理
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
二
十
年
三
月
二
十
五
日
調
査
に
よ
る

人
員
数
は
第
一
表
の
通
り
で
あ
る
が
、
同
年
五
月
十
二
日
に
は
一
応

全
社
員
を
解
職
の
上
休
職
を
命
じ
、
六
月
末
ま
で
待
命
と
い
う
処
置

を
と
っ
た
。
し
か
し
待
命
中
の
も
の
で
も
、
必
要
に
よ
り
臨
時
出
勤

を
命
ぜ
ら
れ
て
復
職
し
た
も
の
も
あ
り
、
待
命
期
限
を
経
過
し
た
も

の
の
う
ち
か
ら
、
本
社
関
係
で
は
次
の
第
二
表
一
一
七
名
が
復
職
を

命
ぜ
ら
れ
た
。
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石
川
実
八
木
佐

子
小
花
ト
ミ
子

丸
善
出
版

荏
原
工
場

古
書
課

イ
ン
キ
工
場

田
中
徳
重

彦
坂
弥
三
郎
岡
田
鉦
一
須
子
繁
馬
島
敬
次
郎
石
崎
都
代
吉
生
賀
省
三

子
小

東
京
製
販

田
中
辰
治
郎
西
士
春
次
石
寺
半
平
近
藤
順
上
田
憲
治
松
井
春
吉
石
川
万
介
湯
宮
友
吉
内
田
次
郎
会
田
貞
一

郎
山
口
儀
三
郎
高
田
金
八
高
橋
福
太
郎
木
内
憲
次
中
村
和
吉
本
多
一
一
一
雄
皆
川
寅
二
永
井
英
太
郎
山
中
健
二

杉
山
啓
次
太
田
幸
之
助
佐
藤
誠
次
郎
橘
正
彦
大
橋
仙
之
助
数
井
幸
吉
石
井
愛
子
永
井
は
る
清
水
つ
る
細
田

静
江
柴
田
貞
子
佐
藤
初
子
那
須
野
綾
子
河
村
吉
子
斎
木
よ
し
子
高
花
薫
加
藤
美
枝
子
横
山
久
子
瀬
戸
敏
江

高
橋
千
鶴
子
奥
山
浅
子
日
比
要
蔵
笹
岡
新
造
和
田
善
満
広
川
藤
次
郎
木
村
嘉
治

柘
植
福
太
郎
桜
井
喜
代
志
福
住
鼎
吉
川
上
実
千
明
う
ら
小
松
君
子
神
原
ふ
み
子
青
鹿
園
子

田
中
正
夫
立
花
利
一
笠
野
寅
市

八
木
佐
吉
島
崎
正
一
古
谷
廉
長
島
鉄
一
川
井
達
夫
並
木
喜
代
蔵
岩
崎
善
良
須
之
内
き
み
江
羽
田
俊

五
十
嵐
直
彦
田
口
隣
柴
谷
茂
浅
井
久
太
郎
岡
野
直
増
田
義
次
石
川
繁
新
井
竹
次
郎
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進
藤
徳
男

ア
サ
ヒ
製
図
器

鈴
木
幸
造

丸
善
貿
易

丸
善
精
機

本
多
平
治
郎
菅
原
浩
一
清
水
金
之
助

学
術
文
献
社

丸
善
製
本

洋
物
卸
店

本
社
嘱
託

丸
善
商
事

渡
辺
英
夫
石
田
泰
次
大
槻
義
政

斎
木
栄
治
郎
忠
内
助
次
郎

草
間
省
二
良
荒
木
徳
次

石
井
茂
夫
竹
本
武
男
石
塚
虎
雄

後
藤
新
吉
池
上
鉱
次
郎
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二
昭
和
の
悲
歌

1091

鈴
木
貫
太
郎
内
閣
が
、
終
戦
処
理
を
目
的
と
す
る
内
閣
で
あ
る
こ
と
は
、
あ
と
で
判
明
っ
た
が
、
組
閣
当
時
か
ら
終
戦
直
前
に
至
る

ま
で
の
唄
い
文
句
は
、
「
本
土
決
戦
」
「
一
億
玉
砕
」
で
あ
り
、
「
国
民
よ
我
が
屍
を
越
え
て
ゆ
け
」
と
叫
ん
だ
首
相
の
有
名
な
ラ
ジ
オ

放
送
は
国
民
の
士
気
を
奮
い
立
た
せ
る
に
充
分
で
あ
っ
た
。
レ
ス
タ
ー
プ
ル
ー
ク
ス
は
そ
の
著
「
終
戦
秘
話
」
（
井
上
勇
訳
四
五
頁
）

の
う
ち
で
、
首
相
の
こ
の
主
戦
和
平
両
刀
の
つ
か
い
わ
け
を
、
熱
心
な
道
教
信
者
の
日
本
的
技
術
で
あ
る
ハ
ラ
ゲ
ィ
を
使
っ
た
と
い
つ

ひ
た
す
ら

て
い
る
。
そ
れ
は
陸
軍
の
徹
底
的
主
戦
ユ
師
に
圧
さ
れ
な
が
ら
も
、
和
平
の
初
心
を
変
え
ず
、
唯
単
そ
の
時
期
を
計
り
国
民
の
士
気
を
あ

お
り
自
分
を
欺
い
た
技
術
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ソ
連
の
参
戦
か
ら
和
平
終
戦
は
必
至
の
も
の
と
な
っ
た
た
め
、
遂
に
八
月
十
四
日
の
午

前
十
時
五
十
分
に
御
前
会
議
を
奏
請
し
聖
断
を
仰
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
会
議
に
列
席
し
た
も
の
は
、
即
ち
鈴
木
首
相
、
東
郷
外
相
、

阿
南
陸
相
、
米
内
海
相
、
梅
津
参
謀
総
長
、
豊
田
軍
令
部
総
長
、
吉
積
陸
軍
。
保
科
海
軍
両
軍
務
局
長
、
池
田
綜
合
計
画
局
長
官
、
蓮

沼
侍
従
武
官
長
、
迫
水
内
閣
書
記
官
長
と
特
に
招
か
れ
た
平
沼
枢
密
院
議
長
の
一
一
一
名
で
あ
っ
た
。
陸
相
と
両
総
長
の
三
名
は
戦
争
継

続
を
主
張
し
て
ゆ
ず
ら
な
か
っ
た
が
、
他
の
閣
僚
全
部
は
殆
ん
ど
和
平
を
唱
え
て
い
た
。
そ
こ
で
十
日
の
と
き
と
同
じ
く
聖
断
を
仰
い

で
終
戦
に
決
し
、
国
民
へ
の
周
知
方
は
、
終
戦
に
関
す
る
天
皇
の
言
葉
を
録
音
し
、
翌
十
五
日
正
午
を
期
し
て
放
送
す
る
こ
と
に
し
た
。

こ
れ
よ
り
先
、
陸
軍
の
青
年
将
校
た
ち
の
一
部
は
、
天
皇
側
近
の
和
平
論
者
を
暗
殺
し
、
あ
く
ま
で
全
国
民
玉
砕
の
方
針
を
堅
持
し
よ

う
と
し
て
ク
ー
デ
タ
ー
を
計
画
し
、
偽
の
師
団
長
命
令
を
つ
く
り
、
近
衛
兵
を
動
か
さ
ん
と
し
た
が
、
事
前
に
発
覚
し
て
失
敗
に
終
っ

た
。
阿
南
陸
相
は
閣
僚
と
青
年
将
校
と
の
板
挟
み
に
会
っ
て
割
腹
自
殺
を
と
げ
、
か
く
て
予
定
の
如
く
翌
日
正
午
の
玉
音
放
送
が
一
億



朕
深
ク
世
界
ノ
大
勢
ト
帝
国
ノ
現
状
ト
ー
鑑
ミ
非
常
ノ
措
置
ヲ
以
テ
時
局
ヲ
収
拾
セ
ム
ト
欲
シ
鼓
一
一
忠
良
ナ
ル
爾
臣
民
一
一
告
ク

朕
ハ
帝
国
政
府
ヲ
シ
テ
米
英
支
蘇
四
国
一
一
対
シ
其
ノ
共
同
宣
言
ヲ
受
諾
ス
ル
旨
通
告
セ
シ
メ
タ
リ

抑
灸
帝
国
臣
民
ノ
康
寧
ヲ
図
リ
万
邦
共
栄
ノ
楽
ヲ
借
ニ
ス
ル
ハ
皇
祖
皇
宗
ノ
遺
範
一
一
シ
テ
朕
ノ
拳
々
措
力
サ
ル
所
曇
二
米
英
一
一
国

一
一
宣
戦
セ
ル
所
以
モ
亦
実
二
帝
国
ノ
自
存
ト
東
亜
ノ
安
定
ト
ヲ
庶
幾
ス
ル
ー
ー
出
テ
他
国
ノ
主
権
ヲ
排
シ
領
土
ヲ
侵
ス
カ
如
キ
ハ
固

ヨ
リ
朕
ヵ
志
ニ
ァ
ラ
ズ
然
ル
ー
一
交
戦
己
二
四
歳
ヲ
閲
シ
朕
力
陸
海
将
兵
ノ
勇
戦
朕
力
百
僚
有
司
ノ
励
精
朕
力
一
億
衆
庶
ノ
奉
公
各

々
最
善
ヲ
尽
セ
ル
ニ
拘
ラ
ス
戦
局
必
シ
モ
好
転
セ
ス
世
界
ノ
大
勢
亦
我
一
一
利
ア
ラ
ス
加
之
敵
ハ
新
二
残
虐
ナ
ル
爆
弾
ヲ
使
用
シ
テ

頻
一
一
無
事
ヲ
殺
傷
シ
惨
害
ノ
及
フ
所
真
二
測
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
一
一
至
ル
而
モ
尚
交
戦
ヲ
継
続
セ
ム
カ
終
二
我
力
民
族
ノ
滅
亡
ヲ
招
来

ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
延
テ
人
類
ノ
文
明
ヲ
モ
破
却
ス
ヘ
シ
斯
ノ
如
ク
ム
ハ
朕
何
ヲ
以
テ
カ
億
兆
ノ
赤
子
ヲ
保
シ
皇
祖
皇
宗
ノ
神
霊
一
一

謝
セ
ム
ャ
是
し
朕
ヵ
帝
国
政
府
ヲ
シ
テ
共
同
宣
言
一
一
応
セ
シ
ム
ル
ニ
至
レ
ル
所
以
ナ
リ

朕
ハ
帝
国
ト
共
二
終
始
東
亜
ノ
解
放
二
協
力
セ
ル
諸
盟
邦
一
一
対
シ
遺
憾
ノ
意
ヲ
表
セ
サ
ル
ヲ
得
ス
帝
国
臣
民
ニ
シ
テ
戦
陣
二
死
シ

職
域
一
一
殉
シ
非
命
二
姥
レ
タ
ル
者
及
其
ノ
遺
族
二
想
ヲ
致
セ
ハ
五
内
為
一
一
裂
ク
且
戦
傷
ヲ
負
上
災
禍
ヲ
蒙
リ
家
業
ヲ
失
ヒ
タ
ル
者

ノ
厚
生
一
一
至
リ
テ
ハ
朕
ノ
深
ク
診
念
ス
ル
所
ナ
リ
惟
フ
ニ
今
後
帝
国
ノ
受
ク
ヘ
キ
苦
難
ハ
固
ヨ
リ
尋
常
一
一
ア
ラ
ス
爾
臣
民
ノ
衷
情

モ
朕
善
ク
之
ヲ
知
ル
然
し
ト
モ
朕
ハ
時
運
ノ
趨
ク
所
堪
へ
難
キ
ヲ
堪
へ
忍
上
難
キ
ヲ
忍
上
以
テ
万
世
ノ
為
一
一
太
平
ヲ
開
カ
ム
ト
欲

詔
書

1092

国
民
鳴
咽
の
う
ち
に
行
わ
れ
た
。



本
日
正
午
、
天
皇
陛
下
に
於
か
せ
ら
れ
ま
し
て
は
畏
く
も
、
大
詔
を
発
せ
ら
れ
ま
し
た
。

而
も
御
親
ら
一
億
衆
庶
の
前
に
立
た
せ
ら
れ
ま
し
て
、
御
詔
勅
を
発
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
…
…
私
共
衆
庶
が
陛
下
の
御

玉
音
に
接
し
ま
す
な
ど
申
し
ま
す
こ
と
は
ま
こ
と
に
ま
こ
と
に
空
前
の
事
で
あ
り
ま
し
て
只
々
、
畏
れ
多
い
極
み
で
ご
ざ
い
ま
す

と
こ
ろ
か
ら
、
荷
に
も
不
敬
に
亘
る
こ
と
の
な
い
や
う
に
諸
君
と
共
に
襟
を
正
し
ま
し
て
、
御
言
葉
を
御
待
ち
申
上
げ
た
の
で
ご

朕
ハ
鼓
二
国
体
ヲ
護
持
シ
得
テ
忠
良
ナ
ル
爾
国
民
ノ
赤
誠
一
一
信
椅
シ
常
二
爾
臣
民
卜
共
二
在
り
若
シ
夫
レ
情
ノ
激
ス
ル
所
濫
二
事

端
ヲ
滋
ク
シ
或
ハ
同
胞
排
按
互
一
一
時
局
ヲ
乱
リ
為
二
大
道
ヲ
誤
り
信
義
ヲ
世
界
一
一
失
う
力
如
キ
ハ
朕
最
モ
之
ヲ
戒
ム
宜
シ
ク
挙
国

一
家
子
孫
相
伝
へ
確
ク
神
州
ノ
不
滅
ヲ
信
シ
任
重
ク
シ
テ
道
遠
キ
ヲ
念
上
総
カ
ヲ
将
来
ノ
建
設
一
一
傾
ケ
道
義
ヲ
篤
ク
シ
志
操
ヲ
輩

ク
シ
誓
テ
国
体
ノ
精
華
ヲ
発
揚
シ
世
界
ノ
進
運
一
一
後
レ
サ
ラ
ム
コ
ト
ヲ
期
ス
ヘ
シ
爾
臣
民
其
レ
克
ク
朕
力
意
ヲ
体
セ
ョ

ス

御
名
御
璽

昭
和
二
十
年
八
月
十
四
日

各
国
務
大
臣
副
書

１０９３

荒
川
実
社
長
は
、
こ
の
終
戦
の
詔
勅
を
聞
く
や
、
在
社
の
社
員
一
同
を
集
め
、
次
の
如
き
談
話
を
発
表
す
る
と
共
に
、
各
支
店
、
出

張
所
へ
も
こ
れ
を
伝
達
せ
し
め
た
。



而
も
、
陛
下
に
於
か
せ
ら
れ
ま
し
て
は
、
御
身
を
以
て
国
難
の
一
切
を
、
御
背
負
ひ
遊
ば
さ
う
と
い
ふ
や
う
に
拝
さ
れ
ま
し
て
、

私
共
臣
民
と
し
て
そ
れ
で
よ
ろ
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
と
深
く
反
省
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
、
私
共
の
不
忠
、
私
共
の
無
為
な

り
し
こ
と
が
、
こ
の
や
う
な
結
果
に
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
も
考
へ
ま
し
て
、
何
と
し
て
御
詫
び
を
申
上
げ
て
よ
ろ
し
い

や
ら
御
詫
の
申
上
げ
よ
う
は
な
い
や
う
な
気
が
い
た
し
ま
す
…
…

私
は
今
こ
の
事
柄
に
つ
き
ま
し
て
は
、
何
も
申
上
げ
る
事
は
出
来
ま
せ
ん
。

何
を
申
上
げ
る
勇
気
も
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

只
申
上
げ
得
る
と
し
ま
す
な
ら
ば
内
閣
告
諭
に
も
あ
り
ま
し
た
通
り
、
陛
下
の
御
言
葉
は
絶
対
の
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
鼓

に
、
御
聖
断
が
下
さ
れ
ま
し
た
る
上
か
ら
に
は
、
私
共
と
い
た
し
ま
し
て
は
只
承
詔
必
謹
、
以
っ
て
ひ
た
す
ら
に
大
詔
に
随
順
し

奉
る
の
が
、
御
聖
慮
に
副
ひ
奉
る
唯
一
の
途
で
は
な
か
ら
う
か
と
老
へ
ま
す
。

こ
の
や
う
な
思
ひ
も
う
け
な
い
非
常
事
態
に
直
面
い
た
し
ま
す
る
と
き
、
兎
角
人
心
惑
い
勝
ち
に
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
る
か

ら
諸
君
に
於
か
れ
ま
し
て
も
よ
く
、
御
詔
勅
の
大
御
心
を
奉
戴
い
た
さ
れ
、
冷
静
よ
く
浮
説
に
迷
ふ
一
）
と
な
く
只
管
、
陛
下
の
御

仰
せ
に
な
っ
て
居
ら
れ
ま
す
と
こ
ろ
の
大
忍
苦
大
苦
難
に
堪
へ
に
堪
へ
黙
々
と
進
む
よ
り
外
は
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ざ
い
ま
す
。

ど
ん
な
事
が
仰
せ
出
さ
れ
る
か
と
思
っ
て
居
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、

鳴
呼
、
何
た
る
こ
と
で
あ
り
ま
せ
う
、
私
共
夢
に
も
考
へ
及
ば
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
わ
が
国
の
運
命
に
つ
い
て
の
畏
れ
多
い
、

1094

鳴
呼
、
何
た
る
こ
と
で
生

御
指
示
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。



ま

す
Ｃ
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今
晩
は
七
時
か
ら
総
理
大
臣
の
謹
話
も
あ
る
そ
う
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
も
よ
く
お
聞
き
に
な
っ
て
、
陛
下
の
赤
子
と
し
て

身
を
誤
る
こ
と
の
な
い
や
う
に
い
た
さ
れ
ん
事
を
切
に
望
む
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

私
共
の
こ
れ
か
ら
の
行
方
乃
至
は
あ
り
方
は
そ
も
そ
も
末
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、
い
づ
れ
遠
か
ら
ず
何
分
の
指
図
い
た
す
積

り
で
あ
り
ま
す
が
、
今
は
只
自
他
共
に
心
静
か
に
身
を
処
す
る
事
に
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
し
て
一
寸
一
言
い
た
す
次
第
で
あ
り




